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第１章

コンパイラの概要



Ｃコンパイラ

実行形式
プログラム

Ｃコンパイラ

プリプロセッサ

アセンブラ

リンカー

ヘッダファイル

ライブラリ

ソースファイル

ソースプログラム

前処理済み
ソースプログラム

前処理済みファイル

アセンブリ
プログラム

アセンブリファイル

オブジェクトファイル

オブジェクト
プログラム

他のオブジェクト
ファイル



コード生成例

ボトム 上位番地

下位番地

実引数
戻り番地

esp
ebp

x

y



機械語コード



命令

レジスタ からレジスタ へ移動する．

レジスタ の指す位置から相対的に
番地の位置にあるデータを，レジスタ へ移動す

る．

レジスタ の指す位置から相対的に
番地の位置へ，

レジスタ のデータを移動する．



形式



コンパイラとは
ソース言語から目的言語への変換

クロスコンパイル

クロスコンパイ
ラのソースコード

入力ファイル

出力ファイル

クロスコンパイラ

Ｃコンパイラ 計算機 X

計算機 M

 X 用ソフトウェ
アのソースコード

X 用ソフトウェア

ブートストラップ
ソースファイル

オブジェクトファイル

クロスコンパイラ

Ｃコンパイラ

X用Ｃコンパイラ
クロスコンパイ
ラのソースコード

計算機 X

計算機 M

X 用コンパイラ



コンパイラの構造
字句解析
構文解析
意味解析
コード生成

字句解析
字句要素を切り出して，トークン列を生成．

言語の字句要素

識別子
キーワード
定数（整数定数，浮動小数点定数，文字定数）
文字列リテラル
演算子
区切り記号



構文解析
文法をチェックし，構文木を生成．

＊ +

x

x

y

x y 2

関数定義

指定子リスト パラメータリスト 複合文

宣言リスト 文リスト

指定子リスト

パラメータ

return

int int

int

foo

変数宣言

必要な情報のみ保持

条件 文 文

if

s1 s2e 



意味解析

＊ +

x

x

y

x y 2

関数定義

指定子リスト パラメータリスト 複合文

宣言リスト 文リスト

指定子リスト

パラメータ

return

int int

int

foo

変数宣言

コード生成
局所変数等の割り付け

最適化




